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はじめに

　カワヒバリガイLimnoperna fortunei は中国，東南ア
ジア原産の二枚貝で，1960 年代以降，香港，韓国など
に侵入し，1991 年に南米でも確認された（小島，1982； 
Morton, 1975；Darrigran and Pastorino, 1995）．日本で
は 1990 年代に木曽三川や琵琶湖・淀川水系で見つかり，
2004 年秋に矢作川で確認された（木村，1994；中井，
2001；白金，2004）．翌 2005 年には群馬県の大塩湖，茨
城県南部の霞ヶ浦でも発見され（片山ほか，2005；須能，
2006），関東，東海，関西地方の広い範囲で分布が確認
された．カワヒバリガイは足糸を分泌し，層状に高密
度で固着するため，利水施設内の水路の壁面やパイプ内
において，通水障害を引き起すなど甚大な被害を及ぼす

（Morton, 1975；Magara et al.，2001）．また，カワヒバ
リガイは在来の造網性トビケラなどの生息場および餌資
源と競合するため，矢作川においても在来の造網性トビ
ケラの生息を脅かしている可能性が指摘されている（内
田ほか，2007）．このため，カワヒバリガイは 2006 年に
特定外来生物に指定された． 
　日本を始め，アジア，南米大陸において様々な被害を
及ぼしているカワヒバリガイについて，その生態を明ら

かにすることはカワヒバリガイの被害を軽減するための
一助となる．そこで本稿では矢作川中流域に定着したカ
ワヒバリガイの生態を把握するため，日本でのカワヒバ
リガイの寿命とされる２年を超える期間について，成長
を調べ，寿命を推定した．加えて，カワヒバリガイの川
底への定着と浮遊幼生の発生量との比較を行った．

調査方法

　調査は愛知県豊田市の矢作川中流（河口から約 44 
km，北緯 35°6’ 50”，東経 137°11’ 32”）において，2008
年 6 月から 2010 年 11 月まで毎月行った．カワヒバリガ
イの分布はパッチ状であり，方形枠を用いての定量採
集は適切でない（Iwasaki and Uryu, 1998）ため，川底
から無作為に石を引き上げ，付着したカワヒバリガイす
べてを網目内径 0.8 mm の手網に受け採集した．個体数
は毎月 400 を超えるよう採集し，現場で 10%ホルマリ
ン液により固定した．室内において殻長をデジタルノ
ギスにより 0.1 mm の精度で計測した．殻長組成が混合
正規分布モデルに従うと仮定し，各年級群の混合割合，
各年級群の平均殻長を，MS-Excel のワークシート上で
Solver を用いた x2 最小化法により推定した（相澤・滝口，
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要 約
　矢作川中流におけるカワヒバリガイの生態を把握するため，2008 年６月から 2010 年 11 月の期間，カワヒバリガ
イの成長を調べ，寿命を推定した．カワヒバリガイは概ね５月から 10 月まで成長し，11 月から翌４月まではほと
んど成長しなかった．成長が確認されたのは総じて水温 10℃以上の時期と重なっていた．矢作川中流のカワヒバリ
ガイは１年で 10 mm 前後成長し，寿命は２年程で，稀に３年を迎える貝がいると推測された．また，浮遊幼生の
発生量と川底への定着量を比較したところ，2007 年，2008 年は多く，2009 年，2010 年は少ないという同様の傾向
が見られた．
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1999）．また現地の水温も測定した．

結果

　カワヒバリガイは 2008 年６月に殻長７mm 前後の貝
を中心に，大きく一山（集団 A）の分布であったが，30 
mm 近い殻長の個体もわずかに採集された（図１- １）．
９月には２ mm 前後の新規着底個体が多数加入し（集
団B），13 mm前後の集団Aと合わせて二山の分布となっ
た．両集団とも 10 月までは成長が見られたが，11 月か
ら 2009 年４月まではほとんど成長が見られなかった．
2009 年４月には集団 A に比べ，集団 B の個体数の割合
が高くなった．５月から両集団とも再び成長し始め， 10
月頃まで成長が見られた．この期間， 集団 B に比べ，集
団 A の成長量は低かった．また，2009 年秋には２ mm
前後の新規着底個体の加入がほとんど認めらなかった．
2009 年 10 月以降，2008 年同様に両集団ともほとんど成
長しなかった．この頃から集団 A は徐々にその個体数
を減らし，12 月には両集団のピークが見分けにくくなっ
た（図１- ２）．2010 年６月には集団 A のピークが消滅し，
集団 B のみの一山の分布となった．2010 年５月から集
団 B は再び成長し始めたが，成長量は 2009 年の成長期
に比べ低かった．2010 年秋も 2009 年同様に新規着底個
体の加入は認められなかった．カワヒバリガイの成長が
確認されたのは概ね水温 10℃以上の時期と重なっていた

（図２上）．
　調査期間を通して最大のカワヒバリガイは殻長が 36.0 
mm で，最小は 0.8 mm であった．殻長 25 mm 以上の
貝は採集個体全体の 2.3%，30 mm 以上の貝は 0.1%を占
めるのみであった．本調査で採集されたカワヒバリガイ
の殻長を MS-Excel の Solver を用いた x2 最小化法によ
り推定した結果，２つの年級群に識別された（図２下）．

考察

矢作川中流におけるカワヒバリガイの成長と寿命
　カワヒバリガイは日本国内では夏期に繁殖し（Iwasaki 
and Uryu, 1998），受精後，１- ３週の浮遊期間を経て（小
島，1982；Cataldo et al., 2005），川底の石の裏や橋脚，
水路の壁面などの固い基盤に固着する．2008 年９月に平
均殻長が２ mm 程であった年級群はこの時期に多数の
新規個体が加入していることから，2008 年夏に産卵され，
浮遊幼生となった個体が着底したと考えられた．2008 年
夏産まれと推定された年級群を概観すると，2008 年秋に

２- ３mm であった稚貝が 2009 年秋に 12 -13 mm に成長
し，2010 年秋には 20 mm 程に成長した．従って，矢作
川中流のカワヒバリガイは１年で 10 mm 前後成長する
ことが分かった．矢作川中流で行われた内田ほか（2007）
の調査からも，１年に約 10 mm 成長すると推測されて
いる．また，調査開始当初から採集されていた年級群（集
団 A）は 2008 年秋に平均殻長が 15 mm 前後であったこ
とから，2007 年夏産まれと推定された．本調査では殻長
が 25 mm を超える大型個体の割合が非常に小さく，産
卵されてから丸２年を超えた秋に多くの個体が死滅した
ことから，矢作川中流のカワヒバリガイの寿命は２年程
で，稀に３年を迎える貝がいると推測された．
　宇治川で行われた調査では１年で 20 mm 成長し，寿
命は２年（Iwasaki and Uryu, 1998），南米のラ・プラ
タ川の調査では１年目で約 15 mm 成長し，寿命は 3.2
年と推定された（Maroñas et al., 2003）．また，香港の
Plover Cove 貯水池では１年で約 20 mm 成長し，寿命
は３年（Morton, 1977），韓国の漢江ではカワヒバリガ
イの寿命は４- ５年であった（中井，1995）．矢作川中
流のカワヒバリガイは比較的，成長が遅く，寿命が短い
ことが分かった．一方，群馬県の大塩湖では１年で平
均 9.8 mm の成長が認められ，成長量が低い要因として
低水温が挙げられている（Nakano et al., 2011）．本調査
では水温が約 10℃以上で成長が認められたが，Nakano 
et al.（2011）でも５-10℃が成長限界としておりほぼ一
致している．また，亜熱帯地域に生息するカワヒバリガ
イで行われた室内飼育実験においても，水温が 10℃以
上でカワヒバリガイは活動的になり，生残率も高かった

（Oliveira et al., 2010）ことから，南米や香港など亜熱帯
地域のカワヒバリガイと比べ，成長が遅い要因として低
水温が示唆された．しかし，宇治川や漢江など温帯地域
の河川と比較しても，矢作川中流のカワヒバリガイは成
長が遅く，寿命が短いことから，低水温以外に，餌不足，
不安定な物理環境などの要因が考えられた．

浮遊幼生の発生量と川底への定着量との比較
　カワヒバリガイの浮遊幼生の発生量から，その後の川
底や利水施設への定着量が予測できれば，今後，カワ
ヒバリガイの大量発生を事前に予知・予防する手法の
一つとなる（内田，2011）．そこで，本調査とほぼ同一
地点および約２km 上流において，2007 年から 2009 年
に行われた浮遊幼生の発生量調査（内田，2011；濱田，
2011）と本調査における稚貝の定着量との比較を行った．
浮遊幼生の発生量は 2007 年および 2008 年のピーク時に
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河川水１m3 個体あたり 103 個体のオーダーで出現した
が，2009 年は 102 個体のオーダーであった．年によって
調査回数が違うため，単純に比較することはできないが，
2007 年，2008 年と比較し，2009 年の浮遊幼生の発生量
は減少していた．同様に 2010 年においても浮遊幼生の
発生量は少なかった（内田，未発表）．一方，川底にお
ける稚貝の定着は 2008 年秋に新規加入個体が多数確認
されたが，2009 年，2010 年はほとんど確認されなかった．
さらに，調査当初に採集された年級群は 2007 年夏生ま
れと推測されたことから，2007 年秋には多数の稚貝が新
規に加入したと考えられる．以上のことから，浮遊幼生
の発生量および稚貝の定着量は 2007 年，2008 年は多く，
2009 年，2010 年は少ないという同様の傾向が見られた．
従って，カワヒバリガイの定着量を予測する上で，浮遊
幼生の発生量は一つの指標となると考えられた．
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図 1−1　矢作川中流におけるカワヒバリガイの殻長組成（2008 年 6 月〜 2009 年 11 月）．
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図 1−2　矢作川中流におけるカワヒバリガイの殻長組成（2009 年 12 月〜 2010 年 11 月）．
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図 2　矢作川中流における水温の季節変化（上），MS-Excel の Solver を用いた x2 最小化法により推定されたカワ
ヒバリガイの各年級群の 3 ヶ月移動平均殻長（下）．（◯）は 2007 年産，（●）は 2008 年産と推定．


